
1　関西大学年史紀要　28

関
西
大
学
本
館
に
つ
い
て

橋
　
寺
　
知
　
子

は
じ
め
に

　

１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
に
千
里
山
の
地
に
竣
工
し
た
関
西
大
学
本
館
は
、
大

阪
市
内
に
あ
っ
た
住
友
合
資
会
社
の
社
屋
を
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
り
、『
関
西
大

学
百
年
史
』
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
大
学
昇
格
100
年
を

前
に
、
年
史
編
纂
室
か
ら
住
友
史
料
館
に
社
屋
の
寄
付
に
関
す
る
資
料
の
照
会
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
住
友
総
本
店
に
保
管
さ
れ
て
い
た
書
面
が
あ
る
と
回
答
が
あ
っ

た
。
こ
こ
に
そ
の
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
図
面
や
写
真
資
料
を
参
考
に
し
、

改
め
て
関
西
大
学
本
館
の
建
築
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。

大
学
本
館
の
建
設

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
6
月
、
千
里
山
移
転
時
に
存
在
し
た
学
舎
は
予
科
校

舎
1
棟
の
み
で
あ
っ
た
。
学
校
運
営
の
中
枢
と
な
る
大
学
本
館
は
、
移
転
当
初
か

ら
計
画
さ
れ
、
資
材
購
入
も
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
9
月
、

不
慮
の
火
災
で
材
木
の
大
半
を
焼
失
し
、
本
館
の
建
設
は
頓
挫
し
た
（
（
（

。
徐
々
に
学

生
数
も
増
え
、
新
校
舎
の
建
設
が
求
め
ら
れ
る
事
態
と
な
り
、
多
く
の
本
学
関
係

者
の
努
力
に
よ
り
、
住
友
合
資

会
社
の
社
屋
を
譲
り
受
け
、
新

校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

　
『
関
西
大
学
百
年
史
』
で
は
、

「
建
物
の
寄
贈
に
あ
た
っ
て
は
、

山
岡
総
理
事
の
並
々
な
ら
ぬ
斡

旋
の
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
住
友
の
顧
問
弁
護

士
だ
っ
た
新
理
事
喜
多
村
桂
一

郎
の
尽
力
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
（
（

」

と
あ
る
。
ま
た
『
北
浜
五
丁
目

十
三
番
地
ま
で　

日
建
設
計
の

系
譜
』
で
は
、「
関
西
大
学
の
命

名
者
で
あ
り
、
同
大
学
の
前
身

関
西
法
律
学
校
時
代
か
ら
そ
の

図 1　大学本館（昭和 2年完成）
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発
展
に
尽
力
し
て
大
阪
地
方
裁
判
所
長
に
兼
ね
て
同
大
学
学
長
と
な
り
、
こ
の
こ

ろ
理
事
と
な
っ
て
い
た
河
村
善
益
は
、
住
友
総
本
店
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
と
は
法

科
大
学
以
来
の
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
友
合
資
会
社
常
務
理
事
小
倉
正
恒
の

岳
父
で
あ
っ
た
縁
故
に
よ
り
、
住
友
本
店
の
旧
建
物
が
望
ま
れ
、
こ
れ
を
寄
付
し

た
の
で
あ
っ
た
（
3
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
6
月
5
日
に
、

昇
格
5
周
年
記
念
式
典
と
合
わ
せ
て
挙
行
さ
れ
た
本
館
竣
成
式
に
、
小
倉
正
恒
は

寄
贈
者
を
代
表
し
て
参
列
し
、
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

住
友
総
本
店
仮
建
物
に
つ
い
て

　

大
阪
を
代
表
す
る
商
家
で
あ
る
住
友
家
は
、
明
治
期
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い

事
業
に
着
手
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
本
店
も
幾
た
び
か
移
転
し
た
。
日
露
戦
争
後
、

拡
大
し
た
会
社
の
規
模
に
応
じ
た
本
店
を
建
設
す
る
た
め
、
土
地
を
探
し
求
め
、

現
在
の
大
阪
市
中
央
区
北
浜
4
丁
目
6
の
一
街
区
の
土
地
を
取
得
し
た
。
現
在
、

敷
地
の
西
側
は
阪
神
高
速
道
路
の
高
架
道
路
だ
が
、
当
時
は
西
横
堀
川
が
流
れ
て

い
た
。
取
得
し
た
土
地
の
南
側
半
分
に
社
屋
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
、
１
９
０
₈

（
明
治
41
）
年
11
月
に
竣
工
し
た
（
図
5
）。「
建
坪
六
四
〇
坪
の
木
造
二
階
建
洋
館

で
、
南
西
隅
の
部
分
は
八
角
形
塔
状
と
し
て
、
ド
ー
ム
を
持
つ
三
階
を
つ
け
た
。

お
よ
そ
一
階
を
銀
行
、
二
階
を
本
店
に
当
て
、
二
階
の
西
側
に
は
家
長
室
、
総
理

事
室
、
理
事
室
が
並
ん
で
い
た
。
こ
の
建
物
は
、
い
ず
れ
本
格
的
な
建
物
を
建
て

る
ま
で
の
仮
本
店
で
あ
っ
た
が
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
（
4
（

」
と
、

『
北
浜
五
丁
目
十
三
番
地
ま
で　

日
建
設
計
の
系
譜
』
で
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
本
格
的
な
建
物
」
が
、
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
現
・
三
井
住
友
銀
行
大
阪
本

店
ビ
ル
）
で
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
4
月
に
北
側
半
分
が
1
期
工
事
と
し
て

竣
工
し
た
。
続
い
て
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
9
月
に
南
側
の
2
期
工
事
が
着
工

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
仮
本
店
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
９
２
４
（
大

正
13
）
年
発
行
の
『
大
阪
パ
ノ
ラ
マ
地
図
』
に
は
、
広
い
空
き
地
の
住
友
本
店
建

設
予
定
地
の
南
西
部
に
仮
本
店
が
建
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

図 2　住友ビルディング建設予定地（大阪パノラマ地図　1₉24年発行）
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住
友
合
資
会
社
か
ら
の
建
物
の
寄
贈
の
経
緯

　

住
友
史
料
館
の
調
査
に
よ
り
、
住
友
本
店
に
寄
付
に
関
わ
り
稟
議
さ
れ
た
際
の

起
案
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
関
西
大
学
ニ
本
社
建
物
寄
附
ノ

件
」（
大
正
15
年
4
月
19
日
決
裁
）
と
「
関
西
大
学
ニ
旧
本
館
建
物
寄
附
申
込
書
差

出
ノ
件
」（
大
正
15
年
6
月
1
日
決
裁
）
の
2
点
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
同
年
4
月
15
日
に
山
岡
順
太
郎
が
来
社
し
、
本
社
建
物
を
寄
付
し
て

ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
述
べ
、
寄
付
物
件
の
詳
細
や
条
件
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
住
友
合
資
会
社
か
ら
関
西
大
学
へ
の
「
寄

附
申
込
書
」
の
案
で
、
参
考
資
料
と
し
て
、
関
西
大
学
か
ら
の
「
寄
附
御
受
書
」

も
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
2
点
の
書
類
に
記
述
さ
れ
た
内
容
は
、
多
少
表
現
に

差
異
は
あ
る
が
、
寄
付
物
件
の
点
数
や
建
築
面
積
等
に
相
違
は
な
い
。
寄
附
申
込

書
案
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
寄
附
物
件

　
　

一
、�

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地
上
木
造
立
瓦
張
ス
レ
ー
ト

葺
二
階
建
（
一
部
三
階
建
）
洋
館
一
棟
、
此
建
坪
参
百
七
拾
五
坪

二
合
六
勺
四

　
　

一
、�

木
造
亜
鉛
引
鉄
板
葺
二
階
建
洋
館
一
棟
、
此
建
坪
参
拾
四
坪
壱
合

壱
勺
弐

　
　

一
、�

煉
瓦
造
ス
レ
ー
ト
葺
二
階
建
倉
庫
一
棟
、
此
建
坪
弐
拾
参
坪
九
合

八
勺

　
　

一
、�

煉
瓦
造
瓦
葺
平
屋
建
暖
房
用
汽
罐
室
一
棟
、
此
建
坪
八
坪
九
合
壱

勺

　
　

一
、�

鉄
製
煙
突
一
基

　
　

一
、�

ロ
コ
モ
テ
ィ
ー
ブ
型
汽
罐
一
基

　
「
関
西
大
学
ニ
本
社
建
物
寄
附
ノ
件
」
に
は
、「
備
考
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。一

、
寄
附
後
ハ
大
学
ニ
於
テ
是
ヲ
教
室
及
大
学
本
部
ト
シ
テ
使
用
ス
ル
趣
ニ

付
不
要
建
物
ノ
処
分
ト
シ
テ
ハ
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ふ
へ
く
加
之
同
大
学

ニ
対
シ
テ
ハ
従
来
左
ノ
通
リ
尽
力
セ
ラ
レ
候
関
係
モ
有
之
本
寄
付
ノ
価
値
甚

ダ
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
被
存
候

同
大
学
ニ
対
シ
テ
ハ
大
正
十
一
年
拡
張
後
援
会
ニ
金
参
千
円
也
、
同
年
講
堂

建
築
費
ト
シ
テ
金
壱
万
円
也
寄
附
相
成
尚
小
倉
理
事
ハ
其
評
議
員
御
受
託
相

成
居
候

　

住
友
合
資
会
社
は
、
本
館
建
物
の
寄
付
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
折
に

ふ
れ
関
西
大
学
を
経
済
的
に
も
人
的
に
も
支
援
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
（
（

。

寄
付
す
る
建
物
は
、
本
格
的
な
本
店
の
建
物
が
建
つ
ま
で
の
仮
建
物
で
は
あ
っ
た

が
、
設
計
は
住
友
家
が
大
阪
府
に
寄
付
し
た
大
阪
図
書
館
（
現
・
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
）
の
設
計
も
手
が
け
た
住
友
本
店
臨
時
建
築
部
の
野
口
孫
市
で
あ
り
、

本
格
的
な
洋
風
建
築
で
あ
っ
た
。
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
、
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
2
期
工
事
の
着
工
が
決
ま
り
、「
そ
こ
で
旧
建
物
、
つ
ま
り
従
来
の
仮
本
店
の

建
物
を
と
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
八
角
形
の
塔
屋
を
頂
い
た
風
格
の
あ
る
こ

の
木
造
建
築
は
取
り
壊
す
の
を
惜
し
ま
れ
て
い
た
（
（
（

」
と
言
う
。
書
類
で
は
「
不
要

建
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
愛
着
が
あ
る
建
物
で
あ
り
、
大
学
に
お
い
て
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学
舎
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
住
友
に
と
っ
て
も
適
切
な
処
分
方
法
と
判

断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

備
考
に
は
も
う
一
点
、
関
西
大
学
と
関
連
す
る
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
曩
ニ
別
紙
切
抜
ノ
如
キ
新
聞
記
事
現
ハ
レ
タ
ル
ニ
対
シ
過
日
大
学
側
ヨ

リ
教
授
来
社
シ
小
倉
理
事
、
大
屋
部
長
迄
陳
謝
ス
ル
所
ア
リ
タ
リ

　

別
紙
切
抜
の
新
聞
記
事
と
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
4
月
7
日
の
大
阪
毎

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
住
友
家
寄
贈
の
建
物
を
千
里
山
に
移
築　

面
目
全
く
一

変
す
る
昇
格
後
の
関
大
」
と
題
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
観
覧
席

を
有
す
る
1
万
坪
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
工
事
中
で
あ
る
こ
と
、
隣
接
し
て
3
階
建
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
住
友
仮
本
店
を
移
築

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
図
書
館
を
建
設
す
る
計
画
を
報
じ

て
い
る
。
見
出
し
に
、
住
友
家
か
ら
関
西
大
学
へ
建
物
が
す
で
に
寄
贈
さ
れ
た
よ

う
に
大
き
く
書
か
れ
、
ま
た
「
住
友
合
資
会
社
か
ら
同
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
大
阪

市
北
浜
五
丁
目
の
元
同
社
本
部
事
務
所
の
建
物
（
約
千
坪
）
を
千
里
山
に
移
転
増

築
す
る
こ
と
丶
な
り
、
来
る
十
月
頃
に
は
移
築
出
来
上
る
は
ず
で
あ
る
。
同
建
物

は
二
三
の
大
教
室
に
充
つ
る
ほ
か
大
学
本
部
と
し
学
長
室
、
理
事
室
、
事
務
室
、

会
議
室
、
貴
賓
室
等
と
す
る
（
（
（

」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
１
９
２
６
年
4
月
の
段
階

で
は
ま
だ
寄
付
は
な
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道
内
容
は
か
な
り
詳

細
で
、
ま
た
実
現
し
た
も
の
に
近
い
内
容
で
あ
る
。

　

一
連
の
出
来
事
を
年
表
に
し
て
み
る
と
、
寄
付
の
依
頼
か
ら
正
式
な
寄
付
申
込

を
経
て
、
大
学
本
館
の
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
一
年
足
ら
ず
で
、
非
常
に
短
期
間

で
あ
る
。
仮
本
店
を
譲
り
、
大
学
本
館
に
充
て
る
こ
と
は
、
手
続
き
が
正
式
に
進

め
ら
れ
る
前
か
ら
内
々
に
は
了
承
さ
れ
て
お
り
、
移
築
の
た
め
の
計
画
は
、
手
続

き
以
前
に
あ
る
程
度
進
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

表 1　大学本館に関わる年表

年 月 日 出来事
1908 明治41 11 （住友）住友仮本店、北浜五丁目に竣工（野口孫市設計）

1922 大正11 6 5 （関西大学）大学昇格、千里山移転
12 2 （住友）住友ビルディング一期工事（北半分）地鎮祭

1923 大正12 9 （関西大学）本館建設用の資材、焼失

1926 大正15 4 （住友）住友ビルディング一期工事（北半分）竣工
4 7 大阪毎日新聞に「住友家寄贈の建物を千里山に移築」記事掲載
4 15 （関西大学）山岡順太郎、住友合資会社を訪問し、寄付のお願い
4 19 （住友）「関西大学ニ本社建物寄附ノ件」決済
6 1 （住友）「関西大学ニ旧本館建物寄附申込書差出ノ件」決済
6 5 （住友）寄附申込書
6 14 （関西大学）「寄附御受書」
7 （関西大学）大学本館着工

1927 昭和 2 3 25 （関西大学）大学本館竣工、供用開始
6 5 （関西大学）大学本館竣工式（昇格 5周年と同時に挙行）
9 （住友）住友ビルディング二期工事（南半分）着工

1930 昭和 5 8 （住友）住友ビルディング二期工事（南半分）竣工

1954 昭和29 （関西大学）大学本館解体
1955 昭和30 （関西大学）第 1学舎 1号館竣工
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大
学
本
館
の
建
築
概
要

　

１
９
２
７
年
に
竣
工
し
た
大
学
本
館
の
設
計
図
書
は
、
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら

な
い
。
だ
が
『
千
里
山
学
報
』
第
48
号
の
表
紙
に
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
簡
略
な

間
取
り
図［
1
］と
、
竣
成
を
知
ら
せ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
西

大
学
管
財
課
所
蔵
の
『
第
一
学
舎
一
、
二
期
千
里
山
守
衛
室
確
認
通
知
書
』
に
、

「
関
西
大
学
増
築
校
舎
設
計
図
」
と
題
し
た
大
学
本
館
の
平
面
図［
2
］が
あ
る
。
こ

の
綴
り
は
、
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
り
１
９
５
５
年
に
竣
工
し
た
第
1
学
舎
の
工

事
に
関
わ
る
書
類
だ
が
、
敷
地
に
既
存
建
築
と
し
て
存
在
し
た
大
学
本
館
の
図
面

（
青
図
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
図
面
に
は
制
作
年
の
記
載
が
な
い
が
、
第
1
学

舎
1
号
館
の
最
初
の
工
事
と
し
て
、
木
造
の
大
学
本
館
の
北
西
部
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
3
階
建
の
別
館
（
建
築
面
積
約
80
坪
）
を
増
築
す
る
設
計
図
と
判
断
で

き
る
（
（
（

。
ま
た
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
資
料
館
所
蔵
の
村
野
藤
吾
の
設
計
図
面
に
、

「
千
里
山
関
西
大
学
本
館
一
階
平
面
図
」［
3
］が
含
ま
れ
て
い
る
。［
3
］は
ト
レ
ー

シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
鉛
筆
描
き
の
図
面
で
、
第
1
学
舎
の
設
計
に
際
し
、
資
料
調

査
や
実
測
等
を
行
い
、
当
時
の
本
館
の
姿
を
記
録
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
3

点
の
資
料
を
比
較
す
る
と
、
室
の
用
途
の
変
更
や
、
間
仕
切
り
壁
の
有
無
な
ど
細

か
な
違
い
は
あ
る
が
、
竣
工
時
か
ら
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
あ
ま
り
大
き
な
変
更
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
［
1
］の
間
取
り
図
を
見
る
と
、
1
階
は
教
室
が
主
で
、
北
側
に
は
比
較
的
広
い

学
生
控
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
2
階
は
、
西
側
に
は
学
長
室
、
総
理
事
室
、
研

究
室
等
の
小
規
模
な
室
が
並
び
、
南
西
隅
の
八
角
形
の
部
分
は
貴
賓
室
で
あ
る
。

北
東
部
に
は
読
書
室
や
書
庫
が
設
け
ら
れ
、
南
側
に
は
講
堂
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

１
９
２
７
年
3
月
に
は
移
転
工
事
が
完
了
し
、
3
月
24
日
に
主
要
新
聞
社
を
招
き

館
内
の
公
開
を
行
い
（
（
（

、
翌
25
日
に
は
名
士
・
校
友
に
広
く
お
披
露
目
し
て
い
る
（
（1
（

。

3
月
25
日
付
の
建
物
の
竣
成
を
報
じ
る
新
聞
記
事
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
講
堂
に
言

及
し
、「
特
色
は
五
間
に
六
間
の
ス
テ
ー
ジ
の
設
備
あ
る
大
講
堂
を
含
む
点
で
お
そ

ら
く
全
国
大
学
中
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
ら
う
（
（1
（

」、「
本
館
二
階
に
七
百
名
を
容
れ

る
講
堂
が
あ
り
こ
れ
に
約
三
十
坪
の
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、
学
生
等
が
劇
や
音
楽
会

を
行
ふ
や
う
に
し
た
の
が
変
つ
て
ゐ
る
（
（1
（

」
と
伝
え
て
い
る
。

　
『
北
浜
五
丁
目
十
三
番
地
ま
で　

日
建
設
計
の
系
譜
』
の
口
絵
に
、
住
友
総
本
店

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
の
2
階
平
面
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
図
面
と［
1
］を
比
較
す
る
と
、
西
側
の
小
規
模
な
室
が
並
ぶ
部
分
は
、

も
と
も
と
社
長
室
や
理
事
室
等
が
並
ぶ
エ
リ
ア
で
、
大
学
本
館
へ
の
転
用
後
も
室

数
や
大
き
さ
は
変
え
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
。
南
西
隅
の
八
角
形
の
部
分
は
、

住
友
時
代
は
応
接
室
、
そ
の
東
側
に
は
理
事
室
が
2
室
並
ん
で
い
る
。
大
学
本
館

図 3　大学本館　平面図［1］
（関西大学百年史通史編上巻より）
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で
は
八
角
形
の
部
分
は
貴
賓
室
、
そ
の
東
側
は
学
長
と
総
理
事
の
部
屋
で
あ
り
、

室
名
は
異
な
る
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
転
用
が
図
ら
れ
た
と
思
え
る
。
新
聞
記
事
の
話

題
と
な
っ
た
2
階
の
ス
テ
ー
ジ
付
き
講
堂
は
、
住
友
時
代
に
は
「
経
理
課
、
総
務

課
、
監
査
課
、
林
業
所
」
と
記
さ
れ
た
大
き
な
一
室
に
な
っ
て
お
り
、
間
仕
切
り

の
な
い
広
い
事
務
室
空
間
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
住
友
仮
本
店
の
建
物
は
、
構

造
的
に
は
大
き
な
変
更
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
千
里
山
に
移
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
室
の
規
模
や
位
置
に
合
う
用
途
に
改
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
［
2
］の
図
面
は
、
１
９
５
５
年
に
完
成
す
る
第
1
学
舎
1
号
館
の
最
初
期
の
工

事
の
確
認
通
知
書
に
含
ま
れ
て
い
た
。［
2
］は
、
新
築
建
物
が
接
続
さ
れ
る
既
存

建
物
の
説
明
図
で
あ
る
。
大
学
本
館
北
西
部
に
、
廊
下
を
延
伸
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
別
館
（
教
室
）
を
増
築
し
て
い
る
。
作
成
年
月
日
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
村
野
藤
吾
の
印
は
あ
る
が
、
他
の
図
面
の
よ
う
な
定
型
の
図
面
名
や
縮
尺
、

事
務
所
名
を
記
し
た
枠
が
な
く
、
綴
り
の
中
で
は
違
和
感
の
あ
る
図
面
で
あ
る
。

別
館
の
増
築
に
伴
い
、
大
学
本
館
部
分
に
も
多
少
の
変
更
を
加
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
図
面
作
成
時
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
寸
法
等

が
正
確
に
記
さ
れ
た
平
面
図
で
、
本
館
の
正
確
な
形
状
を
知
る
に
は
欠
か
せ
な
い

資
料
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
図
に
示
さ
れ
た
別
館
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
じ
綴
り

に
「
関
西
大
学
校
舎
設
計
図
」
と
題
し
た
平
面
図
が
別
に
あ
る
。
形
状
や
大
き
さ

は
同
じ
で
、
そ
の
図
に
は
村
野
・
森
建
築
事
務
所
の
定
型
の
枠
が
設
け
ら
れ
、
１

９
５
１
年
5
月
24
日
の
日
付
が
あ
る
。

　
［
3
］も
作
成
年
月
日
の
記
述
が
な
く
、
縮
尺
１―200
で
、
鉛
筆
で
描
か
れ
た
大
学

本
館
の
1
階
平
図
面
で
あ
る
。
形
状
や
寸
法
は［
2
］と
同
じ
で
あ
る
。［
3
］は
、

村
野
藤
吾
が
第
1
学
舎
の
設
計
に
際
し
、
既
存
の
大
学
本
館
に
つ
い
て
、
資
料
や

実
地
調
査
か
ら
状
況
を
書
き
留
め
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
便
所
の
位
置
や
新
築

図 4　大学本館 2階（部分）（関西大学増築校舎設計図 2階平面図［2］）
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の
別
館
と
接
続
す
る
部
分
な
ど
に
違
い
が
あ
る
が
、［
3
］は
当
時
の
実
際
の
状
況

を
、［
2
］は
別
館
建
設
に
伴
い
、
改
修
す
る
計
画
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
3
点
の
資
料
を
比
較
す
る
と
、
部
分
的
に
間
仕
切
壁
の
除
去
や
部
屋
の

用
途
や
名
称
に
多
少
の
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
建
物
全
体
と
し
て
は
、
竣
工
時
か

ら
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
に
使
い
続
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

関
西
大
学
所
蔵
の
資
料
に
は
大
学
本
館
の
断
面
図
・
立
面
図
が
な
く
、
高
さ
方

向
の
正
確
な
寸
法
や
外
観
の
詳
細
な
意
匠
は
わ
か
ら
な
い
。
外
観
写
真
に
よ
っ
て

住
友
仮
本
店
（
図
5
）
と
大
学
本
館
（
図
1
）
を
比
較
し
て
み
る
。
上
述
の
通
り
、

平
面
形
は
移
築
さ
れ
て
も
変
わ
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
建
物
の
シ
ル
エ
ッ
ト
も
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
外
観
の
細
部
意
匠
は
若
干
異
な
る
。

　

住
友
仮
本
店
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
末
期
で
、
西
洋
建
築
は
何
ら
か
の

「
様
式
」
を
選
択
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
装
飾
す
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
時
代
と
言

え
る
。
仮
建
築
で
木
造
と
は
言
え
、
隅
部
の
塔
や
出
入
口
付
近
を
中
心
に
装
飾
が

な
さ
れ
、
壁
面
は
簡
素
だ
が
石
造
建
築
風
の
仕
上
げ
に
見
え
る
（
（1
（

。
規
則
正
し
く
並

ぶ
縦
長
の
上
げ
下
げ
窓
上
部
に
は
1
階
は
ア
ー
チ
型
の
、
2
階
は
矩
形
の
装
飾
が

あ
り
、
屋
根
に
は
ド
ー
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
並
ぶ
。
南
西
隅
の
塔
部
分
は
デ
ザ

イ
ン
の
要
で
あ
り
、
3
階
の
窓
は
両
脇
に
装
飾
柱
が
あ
り
ド
ー
ム
形
の
屋
根
と
と

も
に
華
や
か
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
南
東
端
の
出
入
口
の
脇
に
は
も
う
一
つ
、

3
階
建
の
小
ぶ
り
な
四
角
い
塔
が
付
属
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
本
館
と
し
て
の
竣
工
は
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
の

分
野
で
は
、「
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
や
「
ア
ー
ル
・
デ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
直
線
や
幾
何

学
形
態
を
用
い
る
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
が
出
現
し
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
移
築

と
い
っ
て
も
建
物
を
そ
の
ま
ま
移
動
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
木
造
の
骨
組

は
再
利
用
す
る
が
、
仕
上
げ
材
等
は
更
新
さ
れ
る
部
分
も
多
い
。
大
学
本
館
の
外

図 5　住友合資会社本社（大阪市東区北浜 5丁目）
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観
写
真
を
み
る
と
、
細
部
意
匠
は
か
な
り
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
屋
根
に
は
ド

ー
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
な
く
、
南
東
部
の
小
さ
な
塔
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
窓

周
り
は
、
1
階
の
窓
に
ア
ー
チ
が
付
い
て
い
る
点
は
変
わ
ら
な
い
が
装
飾
は
簡
略

化
さ
れ
て
い
る
。
八
角
形
の
塔
部
分
も
同
様
で
、
階
ご
と
に
異
な
る
装
飾
の
多
様

性
は
な
く
な
り
、
垂
直
線
で
窓
を
挟
ん
だ
シ
ン
プ
ル
な
壁
面
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

外
観
意
匠
の
変
更
に
は
、
短
期
間
で
の
工
事
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
や
建
設
費
の
節

約
、
あ
る
い
は
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
傾
向
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

大
学
本
館
は
１
９
２
７
年
3
月
末
に
竣
成
し
、
4
月
の
新
年
度
か
ら
本
格
的
に

使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
竣
成
式
は
、
１
９
２
７
年
6
月
5
日
に
挙
行
さ

れ
た
昇
格
5
周
年
記
念
式
典
と
合
わ
せ
て
執
り
行
わ
れ
た
。
住
友
合
資
会
社
常
務

理
事
・
小
倉
正
恒
は
、
祝
辞
に
お
い
て
「
本
日
竣
工
の
式
を
挙
行
せ
ら
る
る
本
館

は
之
元
住
友
合
資
会
社
の
館
舎
に
し
て
曩
に
住
友
合
資
会
社
よ
り
本
学
に
寄
贈
せ

ら
れ
今
茲
に
移
築
工
事
完
成
し
其
面
目
全
く
一
新
せ
る
を
見
る
。
而
も
舊
時
の
面

影
依
然
と
し
て
尚
存
す
。
往
時
を
懐
ひ
轉
感
慨
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
（
（1
（

」
と
述
べ

て
い
る
。

大
学
本
館
の
そ
の
後

　

大
学
本
館
は
、
第
1
学
舎
1
号
館
（
１
９
５
５
年
竣
工
）
の
建
設
に
伴
い
解
体

さ
れ
る
ま
で
約
30
年
間
、
上
述
の
通
り
、
大
き
な
改
造
も
な
く
使
わ
れ
た
。
戦
後
、

新
制
大
学
に
移
行
し
、
学
生
数
も
増
え
、
施
設
の
充
実
を
図
る
中
で
、
大
学
本
館

（
当
時
は
「
千
里
山
法
・
文
学
舎
」
と
表
記
）
の
建
替
え
が
決
ま
っ
た
。
１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
8
月
の
理
事
会
の
記
録
に
よ
る
と
、「
木
造
石
板
葺
二
階
建
延
坪
壱

阡
拾
七
坪
七
七
」
の
本
館
建
物
を
個
人
に
売
却
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
同
時
に
そ

の
一
部
、
ド
ー
ム
の
部
分
36
坪
42
を
買
い
戻
し
、「
適
当
の
機
会
に
之
を
再
現
し
、

記
念
館
と
し
て
保
存
す
る
が
如
き
処
置
を
講
ず
る
こ
と
（
（1
（

」
と
し
て
い
る
。

　
『
関
西
大
学
百
年
史
』
で
も
、
記
念
館
建
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
（1
（

が
、
近
年
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
史
料
館
所
蔵

の
村
野
藤
吾
建
築
図
面
の
う
ち
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
連
す
る
資

料
中
に
、
こ
の
幻
の
記
念
館
の
設
計
案
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
「
関
西
大
学
記
念
館
移
築
工
事
」
と
題
さ
れ
た
図
面
は
4
枚
で
、
平
面
図
が
3
枚

と
立
断
面
図
が
1
枚
で
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
に
建
つ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
西
側
の

斜
面
に
、
大
学
本
館
の
八
角
形
の
塔
の
部
分
を
記
念
館
と
し
て
移
築
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
。
平
面
図
を
見
る
と
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
1
階
に
は
診
療
室
や
休
養
室
、

薬
局
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
記
念
館

へ
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
地
下
1
階
と
1
階
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
北
西
隅
の
玄
関
か
ら
建
物
に
入
る
と
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
こ
に
記
念
館
へ

の
連
絡
ブ
リ
ッ
ジ
が
接
続
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
館
は
、
大
学
本
館
の
塔
部
分
の
3
層
に
地
階
を
1
層
加
え
た
構
成
で
、
地

下
1
階
か
ら
3
階
ま
で
、
中
央
に
か
な
り
急
勾
配
の
螺
旋
階
段
を
設
置
し
て
い
る
。

塔
部
分
の
1
層
あ
た
り
の
面
積
は
12
・
14
坪
（
約
40
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
新
た

に
設
置
さ
れ
る
螺
旋
階
段
の
面
積
が
引
か
れ
る
と
、
使
え
る
床
面
積
は
あ
ま
り
な

く
、
実
用
性
よ
り
、
文
字
通
り
記
念
性
を
重
視
し
た
建
物
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
枚
の
図
面
に
は
作
成
年
月
日
の
記
載
が
な
い
が
、
縮
尺
１―100
で
、
し
っ
か
り
し

た
線
で
描
か
れ
た
図
面
で
あ
る
。
理
事
会
で
の
決
議
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
野

藤
吾
の
手
に
よ
り
、
記
念
館
の
建
設
に
向
け
て
の
検
討
が
、
あ
る
段
階
ま
で
は
進

め
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
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図 6　「関西大学記念館移築工事　立断面図」
（京都工芸繊維大学工芸資料館所蔵 AN. 5159－80）

お
わ
り
に

　

大
学
本
館
は
、
千
里
山
に
お
け
る
2
棟
目
の
本
格
的
な
学
舎
で
あ
り
、
本
部
機

能
を
有
す
る
と
同
時
に
、
施
設
の
充
実
を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
建
物
だ
っ
た
。

新
築
の
た
め
に
準
備
し
て
い
た
資
材
を
失
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
関
西
大
学
を

支
援
し
て
く
れ
て
い
た
住
友
合
資
会
社
の
協
力
を
得
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
建
替

工
事
に
よ
っ
て
不
要
と
な
る
仮
本
店
建
物
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

こ
へ
至
る
経
緯
に
お
い
て
、
誰
が
主
導
的
に
働
い
た
の
か
は
資
料
に
は
は
っ
き
り

と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
個
人
的
な
交
流
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
大
阪
に
お

け
る
私
立
大
学
の
雄
と
し
て
、
関
西
大
学
の
活
躍
を
期
し
て
の
住
友
家
の
後
援
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
本
館
は
約
30
年
、
学
舎
と
し
て
十
二
分
に
使
わ
れ

た
の
ち
、
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実
の
た
め
建
て
替
え
ら
れ
た
。
塔
部
分
を
移
築
す

る
記
念
館
計
画
が
あ
り
、
あ
る
程
度
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
計
画
が
中
断
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
１
９
６
０
年
頃
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
舎
整
備
が
急
が
れ
た
時
期
で
あ
り
、
記
念
館
よ
り
も
実
用

性
の
高
い
施
設
が
優
先
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
２
０
０
３
年
に
竣
工
し
た
以

文
館
の
隅
部
は
、
大
学
本
館
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
八
角
形
の
造
形
に
な
っ
て
い
る
。

注（
1
）	

関
西
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
：『
関
西
大
学
百
年
史
通
史
編
上
巻
』
関
西
大

学
、
昭
和
61
年
、
470
頁

（
2
）	
同
上
、
467
頁

（
3
）	

小
西
隆
夫
：『
北
浜
五
丁
目
十
三
番
地

－

日
建
設
計
の
系
譜
』
創
元
社
、
１
９

９
１
年
、
25
頁
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（
4
）	

同
上
、
24
頁

（
5
）	

住
友
家
が
関
西
大
学
拡
張
後
援
会
に
寄
付
を
し
た
事
実
は
、
関
西
大
学
年
史
編

纂
室
が
所
蔵
し
て
い
る
『
大
正
十
年
十
月
　
後
援
会
寄
附
金
明
細
帳
』
と
い
う

帳
簿
で
も
確
認
で
き
る
。
寄
付
は
「
住
友
吉
左
衛
門
」
個
人
名
で
な
さ
れ
た
も

の
と
「
住
友
合
資
会
社
　
社
長
住
友
吉
左
衛
門
」
名
義
で
な
さ
れ
た
も
の
の
2

件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
個
人
名
の
寄
付
は
、
大
正
11
年
2
月
28
日
付
で
申
し

込
ま
れ
て
お
り
、
金
額
は
３
０
０
０
円
で
、
翌
3
月
30
日
に
払
い
込
ま
れ
て
い

る
。
も
う
一
方
、
会
社
名
義
の
寄
付
は
、
１
０
０
０
０
円
が
大
正
11
年
10
月
6

日
に
申
し
込
ま
れ
、
大
正
11
年
10
月
9
日
と
大
正
12
年
8
月
24
日
の
2
回
に
分

け
て
５
０
０
０
円
ず
つ
が
払
い
込
ま
れ
て
い
る
。『
寄
附
金
明
細
帳
』
で
は
名

義
と
申
し
込
み
な
ら
び
に
払
い
込
み
年
月
日
と
金
額
し
か
分
か
ら
な
い
が
、
住

友
側
の
「
備
考
」
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
３
０
０
０
円
は
拡
張
後
援
会
に
、
１

０
０
０
０
円
は
講
堂
の
建
築
費
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
6
）	

前
掲
書（
3
）、
24
〜
25
頁

（
7
）	「
住
友
家
寄
贈
の
建
物
を
千
里
山
に
移
築
　
面
目
全
く
一
変
す
る
昇
格
後
の
関

大
」、
大
阪
毎
日
新
聞
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
4
月
7
日

（
8
）	

第
1
学
舎
1
号
館
は
、
中
庭
を
囲
ん
で
教
室
が
配
さ
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
。

［
2
］の
図
面
が
含
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、
中
庭
の
東
側
・
北
側
・
西
側
の
コ

の
字
型
の
校
舎
建
設
の
確
認
通
知
書
で
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
12
月
22
日

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
既
存
校
舎
に
接
続
し
て
建
設
さ
れ
る
計
画

が
な
さ
れ
て
お
り
、［
2
］は
、
そ
の
既
存
校
舎
（
大
学
本
館
お
よ
び
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
別
館
）
の
図
面
に
あ
た
る
。

（
9
）	「
本
学
本
館
の
竣
成
」、『
千
里
山
学
報
』
第
48
号
、
昭
和
2
年
4
月
15
日
、
7

頁

（
10
）	「
舞
台
附
き
の
学
舎
　
我
邦
で
は
唯
一
無
二
の
新
型
　
関
西
大
学
の
新
建
築

物
」、
昭
和
日
日
新
聞
、
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
3
月
25
日

（
11
）	

同
上

（
12
）	「
住
友
寄
贈
の
関
大
本
館
竣
成
」、
大
阪
朝
日
新
聞
、
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年

3
月
25
日

（
13
）	

寄
附
申
込
書
で
は
、
壁
面
は
「
立
瓦
張
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
見
な

い
表
現
だ
が
、
瓦
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
材
で
は
な
く
、
テ
ラ
コ
ッ

タ
の
よ
う
な
焼
き
物
の
外
装
材
だ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

（
14
）	「
本
館
竣
工
式
に
於
け
る
住
友
合
資
会
社
の
祝
辞
」、『
千
里
山
学
報
』
第
51
号
、

昭
和
2
年
7
月
15
日
、
9
〜
10
頁

（
15
）	

関
西
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
：『
関
西
大
学
百
年
史
資
料
編
』
関
西
大
学
、

平
成
8
年
、
839
頁

（
16
）	

前
掲
書（
1
）、
997
頁（

は
し
て
ら　

と
も
こ　

関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
）


